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子どもは2歳に近づくにつれて好き嫌いが多くなることが明らかになって

います。

これは歩行がしっかりして、行動範囲が広がったばかりの

子どもが、有害なものを食べない、危険から身を守るため

の反応だと考えられています。

しかし、様子見だけでは半数以上の子どもが年齢が

あがっても、偏食の変化が見られないこともわかって

おり、成長や日々の活動に影響がでてきます。

今回も２つの視点（観点）から、ご紹介させて頂きます

月 給食だより
世界的研究でわかった「すべての親に知ってほしいこと」 その２

してほしくないことは

してほしいことは

偏食の悪循環は、

栄養不足から始まります

好き嫌いの多い幼児は、２歳

になった時点で、好き嫌いの

少ない幼児より、粉ミルクと、

それにもましてフォローアッ

プミルクをたくさん飲んでい

ることがわかっています。

固形食をあまり食べずに、

粉ミルク、フォローアップミ

ルクで補う

先月からのテーマである「生涯続く健康的な食習慣を子どもに身につけてもら

うこと」を今月も紹介いたします。

よりよい子どもの育ちのため、楽しい子育てのために、お届けさせて頂きます

偏食を科学する

その子の不足していた

鉄・亜鉛、たんぱく質、

食物繊維などがちょい

足し食材で満たして

あげてください！

まずはちょい足し、超少量から

不足している栄養を確保！


